（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年10月17日　482号
13日（日）炭焼き体験炭焼き釜に雨天対策屋根設置工事着工、基礎杭13本打込み　吉村,播川,森島,有田,芳川,青代さんに大奮闘いただきました。
これまで毎年炭焼き体験を行ってきましたが、悪天候に計画がたびたび狂わされてきました。その都度屋根があればと痛感させられてきました。数年前に屋根設置を進めようと計画しましたが、薪炭組合の組織変更があって、実行できませんでした。今回は丁寧に事前の調整を行って、着工に漕ぎつけました。ここは京田辺市では、最も里山らしい場所で植物調査や、原木から切り出す炭焼きを初体験させていただきました。炭焼き作業を繰り広げる中で、オオムラサキの生育を確認することが出来ました。また、炭焼体験活動を通じてさらに親しくしていただき、組合の皆さんのご協力によって、稲つくり体験の田圃を紹介いただきました。木炭の生産に加えて竹炭にも行い、普賢寺川の源流に近いところで生産した炭を使って薪炭組合の皆さんの大変な協力を得て水質浄化設備を完成させることが出来ました。今日では当たり前のように実施している里山の会の数多くのイベントは、炭焼き釜を抜きには考えられません。まさに活動の原点ともいうべき施設が炭焼き釜で、ここから発展をしてきているのです。
この炭焼き釜がなければ数多くの里山の会の諸活動を発展させるチャンスをおそらくつかみ切れていないでしょう。
今回京都府の地域力再生プロジェクト事業交付金を得て何としても完成させなければならないと思っています。幾度も参加者が集まらないのでもうやめようといいながら炭焼き体験を継続してきました。屋根が完成したからと言って、課題が解決できるものではありません。完成によって雨天に悩まされたのが取り除かれるのです。基礎ができました。次は柱を立て屋根工事に進みます。皆さんの力を持ち寄ってやり遂げましょう。力を合わせて完成させましょう。
事前準備・・杭打ちを足場つくり、杭安定装置の用意、杭打込み場所の測量　
水準器　単管杭の工夫と改良　擁壁設置装置の工夫がされました。　
仕事や作業を軌道に乗せるには、事前準備の進み具合や充実度にかかっています。吉村氏が何度も足を運び地形を飲み込みながら設計図を描いていただきました。そうして具体的にプランをたて必要な道具を考えだし、設置装置を作り上げ、着工当日を迎えました。先にお知らせした6名の皆さんが、予定が詰まっている中、半日だけでもと駆けつけていただきました。心が一つになってチームワークがくみあがっていっています。近年里山の会ではデスクワークやパソコンなどに頼る作業が多くなってきていましたが、今年はイノシシ防除柵の設置や炭焼き釜屋根設置、里山農園の開拓など現場で汗をかく作業がはじまっています。これまでとは一味違った取り組みになっています。苦労がありますが、出来上がりを実感できます。ご協力をお願いします。
「蔓かご」つくりの蔓採取　大村、青代、近藤さん。まだまだ不足しています。　イノシシ柵が設置されたので、柵を超えて蔓を採取するのは大変でした。
手じかに取れる蔓を集めました。三人ではなかなか十分な量の蔓を集めきることはできませんでした。この調子ですと2回ぐらい必要ではないかと思います。時間の許す限り蔓採取を試みようと思います。ご参加くださいね。
会誌35号約160頁の見通し　14日から校正作業開始しています。
印刷を21日22日に、そして製本作業25日金曜日、午前10時より京田辺市中央公民館で計画しています。34号には19名の応援をいただきました。
多くの方々のご協力をお願いします。今回は少しページ数が少なくなるようです。中でも調査研究報告が充実した内容になっています。ご期待ください。当日は発送業務まで完了しようと予定しています。今から御準備いただくよう、お待ちしています。
城陽市緑化祭り20日（日）10時から15時まで。展示テントと綿菓子の出展
要員のご協力を昨年は6000人の参加で大成功
展示内容は木津川の植物写真（図表）と河床低下の現状、里山農園紹介、綿菓子販売と松かさツリーつくりを行う予定です。昨年の来場者6000人とのことでした。これだけのお越しになると模擬店も展示説明、耕作つくりも人手が足りなくなります。ご多忙の中でしょうが、ぜひともお手伝いにお越しください。ぜひぜひとも応援をしてください。待っています。会場のアイリスインへは近鉄寺田駅からバスが出ています。
大阪市自然史博物館においてバードフエスタ
11月16・17日の２日間開催されます。里山の会では新しく入会いただいた斉藤さんが木津川を中心に美しい景色の撮影に没頭されてきました。その撮影の素晴らしい野鳥の写真が、かなり多く撮影されています。その野鳥を展示発表することになりました。これまで撮影されてきたフイルムをDVD化されているものの中ら写真家して取り出す作業は可能なようで、かなり困難な作業との事です。今その作業に取り掛かっていただいています。できれば京田辺の文化祭で事前掲示したいと思います。
京都弁護士会　公害環境委員会の司法修習生のための選択収集現地研修
ご案内したのは、里山農園：イノシシ防御柵の設置とイノシシ捕獲檻の設置についての解説、そして国蝶オオムラサキの生育地の視察、野菜栽培とその収益。続いてふれあいの駅：普賢寺の農業と農家について山城農協理事でふれあいの駅助役の中西さんからお話をいただきました。さらに、一休寺を訪ね、景観問題と開発、地域の貴重文化財の保全について副住職からお話をいただき、庭園を鑑賞させていただきました。木津川堤防では、山砂利や川砂利採取、河床低下問題内排水の課題や希少植物の保全を説明しました。そして城陽市の寺田を訪ねて、「荒らす」のイモ畑で進行させられている優良農地の工業団地化について農家の方から説明を聞かせていただきました。最後に久御山町の東一口の久御山排水機場を訪ね、先日の18号台風時の運転状況や設備の解説、地域の内排水問題、巨椋池干拓事業について聞かせていただきました。
充実した一日になりました。
事務局会議から　毎年恒例の秋のハイキングについて　
取組みが遅れていることが指摘されました。日帰りコースで、比較的安全で危険性のない安易なコースを探そうということになりました。適当なコースが有れば、ご連絡ください。皆さんと一緒に秋のひと時を過ごしてみたいと思います。連絡をお待ちしています。
カヌーで大阪まで下ろう　11月17日（日）流れ橋～枚方まで　　
30艇募集　大至急参加希望者申し込みを受け付けています。台風18号によって京都府内には大きな被害をもたらしました。この台風によって三日目と四日目の取組みを中止せざるを得なくなりましたが、年内に実行しようと都合をつけてきました。三日目に予定していた枚方までのコースの実施参加を求めています。
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